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大石梨桜

伊藤悠

い た こ

　潮来市では、市内４中学校の生徒会がオンラインで
しょうかい

交流会をしています。それぞれの学校を紹介したり、
こうそく

校則について話し合ったりしました。交流会を通し
ちが

て、同じ市内の中学校であっても、いろいろな違いが
たが

あることが分かりました。お互いの中学校のよさを生

かしていくことができるといいなと感じました。

　今は「トルコ・シリアに私たちができること」とい
だい じ しん ぼ きん き

うテーマで、トルコ・シリア大地震への募金活動を企
かく れんけい

画しています。市内の中学校が協力し、学校間の連携
わ れんけい わ

・協働の輪を広げられました。今後は市内の小学校にも連携・協働の輪
けいぞく

を広げていければと考えています。交流会をこれからも継続し、よりよ
おおいし り さ い とうゆう

い生徒会活動ができるようにしたいです。（２年　大石梨桜、伊藤悠）

ボート競技を体験する生徒たち

萩原芽生

上原朝陽

い た こ かすみが うら きたうら かこ

　潮来市は霞ケ浦・北浦などの湖や川に囲まれた自然
ゆた きょうぎ

豊かなまちで、特色あるスポーツにボート競技があり
ひ で い た こ いっしょ

ます。日の出中では、潮来一中と一緒に活動している
せんしゅけんきょうそう

ボート部があり、昨年度の全日本中学選手権競漕大
れん ぱ

会、男子クォドルプルの部で６連覇を達成しました。
ひ で きょうど あい

　日の出中では、郷土愛や愛校心を育んでほしいとい
きょうぎ

う思いから、全校生徒がボート競技を体験する行事
しんがた えいきょう

「校内レガッタ」があります。新型コロナの影響で中
じっ し

止が続きましたが、昨年は３年ぶりに実施できまし
きょうぎ いってい

た。ボート競技は「一艇ありて一人なし」と言われる団体スポーツで
てい

す。全員で声を合わせて艇を進める楽しさを全校生徒に知ってもらえ
はぎわら め い うえはらあさ ひ

て、とてもうれしかったです。 （３年　萩原芽生、２年　上原朝陽）
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坪井一真小島爽新

ひ で

　日の出中学校は「心ゆた
そうりつ

かに」の校訓のもと、創立
むか

�年目を迎える学校です。

私たちの学校では「学校は

自分たちでつくるもの」を

合言葉に、自分たちの手で
い しき

学校をつくることを意識して学校生活を送っています。
こうそく

　ここ数年では、生徒会役員を中心に校則の見直しに取
ほ ご しゃ

り組みました。全校生徒と保護者にアンケートをとり、

それをもとに自分たちの意見をまとめました。その上で、
けんとう

先生方とも相談し、検討を重ねました。その結果、生徒
そうかい こうそく す

総会で校則の改定が決まり、今まで以上に過ごしやすい

学校になったと思います。昨年度も、ジェンダーフリー
ぼうかんたいさく せんたく

や防寒対策の観点から、全校生徒がスラックスを選択で

きるようになり、さらなる見直しが進んでいます。
ひ で

　これまでの日の出中学校のよさを大切にしながらも、
ひ で

今、そしてこれからの日の出中学校をさらによい学校に
こ じまそうしん つぼ い かず ま

していきたいです。 （３年　小島爽新、坪井一真）

有志発表で会場を盛り上げる生徒たち

松瀬葵

石津優里菜

か せいげん

　コロナ禍で学校生活に制限があった中、ＰＴＡと生
き かく こうえんかい

徒会が企画して、３年間、ＰＴＡ特別教育講演会を開
ふ ゆめ

きました。「笑いでコロナを吹き飛ばせ『夢』」のス
しょうたい

ローガンのもと、お笑い芸人を招待し、特別な時間を
す こうえんかい

過ごすことができました。講演会では、芸人さんのネ
こうえん

タを間近で見て、思いの込められた熱い講演を聞い
ゆう し

て、生徒や先生が有志発表をしました。当日は大いに
も

盛り上がり、楽しい時間となりました。プロとして第
かつやく

一線で活躍されている芸人の方々の話や何げない言動

から学ぶことがたくさんありました。
か

　全員が楽しむことができる場の大切さにコロナ禍で
え がお

気づきました。これからも生徒が笑顔になれるイベン
き かく まつ せあおい いし つ ゆ り な

トを企画します。 （３年　松瀬葵、石津優里菜）

◆校　長　篠塚　一典

◆生徒数　１６０人

◆創　立　２０００年

◆住　所　潮来市日の出３丁
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